
平成16年 

仁叟寺年間行事予定 

 
1/1    年頭祈祷 

1/3～1/4  年始挨拶 

2/3    大節分会 

2/15    涅槃会 

3/14  

 大般若会/大施食会法要 

3月中旬  筆供養法要 

3/18～3/24 春季彼岸会 

4/8     花祭り 

7/13～7/16 

   京浜地区盂蘭盆会 

7月下旬 

    子ども禅の集い 

8/13～8/16  盂蘭盆会 

9/20～9/26 秋季彼岸会 

12/8     成道会 

12/31    除夜会 

 毎週土・日曜日 

  書道教室 

 毎週水曜日 

  定期坐禅会 

 隔週水曜日 

  華道教室･梅花講稽古 

除夜会
じ ょ や え

、大節分会
だいせつぶんえ

報告 

 今年も恒例の仁叟寺除

夜会（12/31～1/1）、大節

分会（2/3）が世話人総代

人はじめボランティアお

手伝いの皆様方の協力の

もと、無事厳修
ごんしゅう

すること

ができました。年々盛会に

なっていく同行事です

が、今年はそれぞれお

よそ2,000～3,000人ほ

どの参拝者の方々で賑
にぎ

わいました。 

 特に大節分会では、

地元の代議士である

中曽根弘文
な かそねひろふみ

参議院議員

のご臨席
りんせき

も賜
たまわ

り、厄
やく

を

払
はら

い福を呼ぶこの行事

に参加して頂きました。 

 仁叟寺護持会の皆様

はじめ関係者各位に改

めて厚く御礼申し上げる

次第です。 

-お知らせ- 
 来る4月8日（木）に恒例の

花祭り（釈尊降誕会
し ゃ く そ ん ご う た ん え

）を行いま

す。お参りされた方全員に甘茶

と記念品を用意してございます 

。皆様お誘い合わせの上、是非

ご来寺下さい。 

↑上毛新聞（2/4号）記事よ
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前総代長責任役員向井周治
むかいしゅうじ

翁逝去 

大般若経典600巻 

東堂夫婦傘寿
さんじゅ

御祝 

故 向井 周治 翁 

前仁叟寺総代長責任役員 

戒名  

仁泉院周徳貫道清居士位 

享年 81歳 

平成15年12月27日寂 

  昨年12月27日に、前仁叟寺総代長責任

役員の向井周治翁が逝去されました。周治

翁は吉井町塩の出身で第一テクノ㈱役員、

県戦傷軍人会会長などを歴任。50年間世話

人・総代人、10年間総代長責任役員を務め

られました。また、晩年は仁叟寺寺史編纂

委員も務められ、向井家に残されていた古

文書の研究などにも尽力されました。多年

に亘り仁叟寺護持のために格別の尽力を賜

り多額の浄財を寄進されました。改めて御

冥福をお祈り致します。合掌 

  退董
たいとう

して以来あまり表舞台に出ていない東堂

夫婦ですが、昨年12月に東堂老師、今年3月に

同妻テル女史がそれぞれ傘寿（80歳）を迎えら

れ、心身共にお元気であります。東堂老師は趣

味の園芸に励みまた、仁叟寺史の編纂作業にも

精力的に取り組んでおります。また、テル女史

は仁叟寺書道教室雅道会
がどうかい

の先生だけでなく吉井

町書道協会の会長としても活躍しております。 

 ご両名の益々の御活躍と御健康を祈念してお

ります。 ↑傘寿のお祝いの様子 

 今回の探索では、大般若法会で目にする大般

若経典（600巻）を紹介いたします。この経典は

西遊記
さいゆうき

で名高い玄奘三蔵法師
げんじょうさんぞうほうし

が天竺
てんじく

（インド）

から中国に持ち帰ったと伝えられている有難い

経典です。般若心経もこの経典からできたお経

です。 

 仁叟寺では江戸期より伝わる伝統行事とし

て毎年3月の第2日曜日に大般若、大施食法会

を執り行なっております。その際にこの大般

若経典を転読
てんどく

し、檀信徒の皆様はじめ縁に繋
つな

がる方々全ての無病息災と仏様の御供養を祈

念します。 

     伝えられている経典は600巻。

江戸時代の慶安年間（約400年前）の大般若

経典です。印刷技術も無かった当時では大変

貴重でありまた、これだけ古い大般若経典が

一巻も欠くことなく全て今も現存しているこ

とは大変珍しいそうです。 

 今年は3月14日（日）が仁叟寺の大般若大

施食会法会です。是非、この伝統ある行事に

参加していただき、大般若経の風に当たり無

病息災を祈ってみてはどうでしょうか？ 

在りし日の 

向井周治翁 

仁叟寺探索-６- 
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寺史編纂室通信-８- 

村上鬼城句碑
むらかみきじょうくひ

完成 

山内清香
やまうちせいか

女史内閣総理大臣賞受賞 
 今年1月31日から東京上野にある東京都

美術館に於いて、第30回国際公募展連展

が開催されました。その30周年の記念展

の連展に於いて住職の妹で高崎市向雲寺

の寺族山内成子
やまうちしげこ

女史（雅号清香）が最優

秀賞である内閣総理大臣賞を受賞いたし

ました。作品は書で『龍』という題。書

での入選は珍しいとのことです。受賞作

はフランスのルーブル美術館でも公開さ

れる予定です。 

 清香女史は現在、自坊
じ ぼ う

の向雲寺で向雲

書道教室を主宰
しゅさい

。藤岡女子

高校で書道の講師も務めて

おります。仁叟寺書道教室

雅道会の手伝いもしていま

すので馴染みの多い方もい

らっしゃるのではないで

しょうか？最近では、個展

を開いたり海外展も行った

りと精力的に活動をしてお

ります。 

 益々の御活躍を祈念申

し上げます。 

↑連展内閣総理大臣 

賞の賞状と記念盾 

↑文殊堂参道の一角にある村上鬼城句碑 

村上鬼城。群馬の代表的近代俳人。本名荘太郎、1865年

生、1938年没。正岡子規
ま さ お か し き

に教えを請
こ

い、やがて「ホトトギ 

     ス」同人となり、「境涯
きょうがい

の俳人」と呼ばれる。 

↑東京谷中
や な か

の大行寺
だいぎょうじ

にて（中央は荒居稔宣御住

 去る1月27日（火）に仁叟

寺史編纂室研修旅行が行わ

れました。矢島卓、長谷川

寛見両委員と副住職の3人

で、東京の谷中大行寺、

本駒込
ほんこまごめ

吉祥
きちじょう

寺などを調査研

究をいたしました。 

 大行寺には仁叟寺江戸初

期の外護者
げ ご し ゃ

長谷川淡路
あ わ じ

守、

讃岐
さ ぬ き

守の子孫が現在もご健

在。また、吉祥寺には同じ

く江戸期の外護者、溝口
みぞぐち

豊前
ぶ ぜ ん

守の本家（新潟

新発田
し ば た

藩）の石塔などを

確認。ほか、江戸初期の

多胡
た ご

の地頭・門奈
も ん な

氏（龍

源寺開基）の子孫であり

その研究をしている窪田
く ぼ た

広
ひろし

氏にも興味深いお話を

伺うことができました。 

  これからの寺史作成に  

 あたり、いい調査がで    

 きたかと思います。 

 2月15日（日）に藤岡市の齋藤丈夫
さいとうたけお

氏が亡き妻千代子
ち よ こ

女

史梅香千芳大姉菩提供養のためにと、村上鬼城（※下記

青字参照）の句碑を建立いたしました。石碑には『大寺

や 松の木
こ

の間の 時雨月
しぐれづき

 鬼城』と彫
ほ

ってあります。

この俳句は仁叟寺所蔵の掛軸に残っております。また、

亡くなった千代子女史は東堂の実妹で、書道をはじめ俳

句・短歌など多趣味な方でした。 

 当寺にお越しの際に、是非ご覧ください。 



行雲流水（編集後記）     編集人 副住職 渡辺龍道  

平成15年度寄付者一覧（敬称略） 

 仁叟寺報『山雲水月』第9号春号、如何でしたでしょうか？さて、住職夫人の恵津子女史が訪

問介護ヘルパー3級を取得いたしました。副住職夫人の玲子女史は大学で社会福祉学を専攻し勤

務経験もあり、また社会福祉士の資格を保有しております。お寺にお参りしたいけど身体が心配

という方がおられましたら、当寺まで御一報下さい。 

眞鍮製紋入花立一対
しんちゅうせいもんいりはなたていっつい

  東京 小林正秀 

黒漆塗中央香台
くろうるしぬりちゅうおうこうだい

  神保 神保佳玄 

銅製象嵌花器
どうせいぞうがんかき

  吉井 寺尾文雄 

木製黒塗燭台
もくせいくろぬりしょくだい

一対
いっつい

  神保 関口昌春 

蒔絵角長盆
まきえかどながぼん

  神保 金澤寛 

欅製四足香爐台
けやきせいよつあしこうろだい

  埼玉 甲斐八千代 

山門提燈一対
さんもんちょうちんいっつい

  吉井 川上哲 

黒塗紋入角香爐
くろぬりもんいりかくごうろ

  東京 井上正也 

本堂西庭園石工事一式 新墓地六地藏尊一式
ほんどうにしていえんいしこうじいっしき しんぼちろくちぞうそんいっしき

  吉井川 酒井範明 

黒漆塗曲彔
くろうるしぬりきょくろく

  高崎 森富美男 高崎 齋藤美年子 神保 榊原一重 

大小木製金箔香爐 
だいしょうもくせいきんぱくごうろ 

 長根 金田誠 

手描絹本十三佛画幅
てがきけんぽんじゅうさんぶつがふく

  多胡 神保金光 

大すりこぎ棒  多比良 篠﨑和男兄弟一同 

文殊堂用小鏧子一式
もんじゅどうようしょうけいすいっしき

  多比良 篠﨑和男 

松平信發、勝海舟額修理 
まつだいらのぶおき、かつかいしゅうがくしゅうり 

一式
いっしき

  多胡 井上邦夫 

蒔絵輪島塗猫足台二脚
まきえわじまぬりねこあしだいにきゃく

  吉井川 新井徳衛 

毘沙門天像、総欅宮殿一式
びしゃもんてんぞう、そうけやきぐうでんいっしき

  高崎 新井冨美江 

白山妙理大権現宮殿
はくさんみょうりだいごんげんぐうでん

  藤沢 町田光子 吉井 清野和男  

       吉井 上村啓子 高崎 金澤武夫 

白山妙理大権現像
はくさんみょうりたいけんげんぞう

  藤沢 佐藤春生 

金縁朱面黒塗猫足供台
きんふちしゅめんくろぬりねこあしきょうだい

  吉井 金子明 

青磁大香爐
せいじだいこうろ

  白石 堀越叶 

欅製繰出位牌 
けやきせいくりだしいはい 

 本郷 佐藤栄造 

金襴袈裟
き ん ら ん け さ

  神保 柿田均 

絵画二十號 多比良 篠﨑久男 

文殊堂鰐口
もんじゅどうわにぐち

  仁叟寺 渡辺テル 

文殊堂鰐口  藤沢 町田光子 吉井 森ます子 

村上鬼城句碑建立一式  藤岡 齋藤丈夫 

卒塔婆立
そ と う ば た て

  東京 齋藤良太郎 

百日紅
さるすべり

三株
さんかぶ

 神保 柿田和良 

↑金縁朱面黒塗猫足供台 

↑
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↓蒔絵輪島塗猫足台 
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↑青磁大香爐 

毘
沙
門
天
像
、
総
欅
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殿

白
山
様
御
本
尊 

二十號絵画→ 

↓文殊堂鰐口 

新墓地六地藏尊一式 


